
広報まえばし　平成23年９月15日号 89

　

本
市
で
は
、
市
立
中
学
校
の
２
年
生
が

職
場
体
験
活
動
を
行
う
「
ま
え
ば
し
キ
ャ

リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
体
験
を
通
じ
て
人
間
関

係
を
深
め
な
が
ら
、
働
く
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
や
喜
び
、
厳
し
さ
な
ど
を
生
徒
に
実
感

し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
学
期
は
多
く
の
学
校
が
職
場
体
験
活

動
を
行
い
ま
す
。
活
動
中
の
生
徒
を
見
掛

け
た
ら
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
け
入
れ
事
業
所
を
募
集

　

職
場
体
験
活
動
に
協
力
し
て
も
ら
え
る

事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
時
間
は
原

則
と
し
て
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
ま
で
。
期
間
は
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を

含
め
て
５
日
間
で
す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
学
校
教
育
課
へ

全
国
の
協
働
の
動
き

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
活
動
す
る
動
き
が
、
全
国
で
活
発
に
な

っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、

行
政
の
手
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
へ
の
復
興
支
援
が

協
働
で
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
。
ま
た
、
本
市

で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
、
既
に
協
働
へ
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。一

人
一
人
が
主
役
で
す

　

本
市
の
市
民
は
、
昔
か
ら
自
分
た
ち
の
力
で
未

来
を
切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
領

民
の
力
で
前
橋
城
を
再
築
し
、
街
の
復
興
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
時
代
に
は
市
民
主
体
の
運

動
で
県
庁
の
誘
致
を
成
功
さ
せ
た
な
ど
、
現
在
の

本
市
の
繁
栄
の
礎
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
に
は
、
こ
う
し
た
「
市
民
の
力
」

が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
未
来
の
前
橋

市
民
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
と
い
う
皆
さ
ん
の

熱
い
思
い
を
、
今
こ
そ
、
行
政
と
一
緒
に
実
現
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

事
業
の
企
画
提
案
を
募
集

　

市
と
の
協
働
で
地
域
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の

企
画
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
市
の
支
出
金
は
１
事

業
当
た
り
上
限
40
万
円
。
選
考
は
、１
次
審
査（
書

類
審
査
）
と
２
次
審
査
（
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
）
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
役
所
い
き
い
き
生
活
課
や
各
市
民

事
例

３
日
前
、
中
古
車
販
売
店
で
自

動
車
を
注
文
し
ま
し
た
。
追
加
の
オ
プ
シ

ョ
ン
は
な
く
、
支
払
い
は
納
車
時
に
現
金

一
括
払
い
、
納
車
は
３
週
間
後
の
予
定
で

し
た
。
今
日
に
な
っ
て
別
の
車
が
欲
し
く

な
り
、
販
売
店
に
解
約
の
連
絡
を
し
た
と

こ
ろ
、
解
約
料
と
し
て
10
万
円
請
求
さ
れ

ま
し
た
。
契
約
書
に
も
解
約
料
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
答

自
動
車
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制

度
の
対
象
外
で
す
。
し
か
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
解
約
金
が
発
生
し
な
い
こ
と
も
。

今
回
の
場
合
、
登
録
手
続
き
や
車
両
引
き

渡
し
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
契
約

成
立
前
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
解

約
料
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
販
売
店
が
車
庫
証
明
取
得
な
ど
の

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
費
用

を
負
担
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
は
高
額
な
買
い
物
で
す
。
車
両

本
体
の
価
格
だ
け
で
な
く
、
各
種
手
続
き

や
税
金
な
ど
の
諸
費
用
も
掛
か
り
ま
す
。

事
前
に
見
積
書
や
車
両
の
整
備
状
況
を
十

分
に
確
認
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

消費
者の

豆
知
識

豆
知
識

中
古
車
購
入
時
の
解
約
料

問
い
合
わ
せ
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
２
３
０
―
１
７
５
５

問
い
合
わ
せ
は

　
　

学
校
教
育
課　

☎
８
９
８
―
５
８
６
２

職場体験で
社会を学びます

　10月から市民と行政が一つになって地域課題に取り組む
「まえばし市民提案型パートナーシップ事業」の募集が始ま
ります。一人一人が主役であるという気持ちを持って、お
互いに知恵を絞って課題解決に向けて進んでいきましょう。

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

募
集
テ
ー
マ
＝
〈
規
定
〉
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
・
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
支
援
、
赤
城
山
観
光
の
促
進
、
ま
ち
な

か
の
活
性
化
、
文
化
財
の
活
用
な
ど
市
が
決
め
た

約
10
テ
ー
マ
〈
自
由
〉
環
境
美
化
や
子
育
て
支
援

な
ど
、
市
民
が
課
題
と
考
え
る
テ
ー
マ

対
象
＝
10
人
以
上
の
団
体
で
、
市
内
に
主
た
る
事

務
所
か
活
動
拠
点
が
あ
り
、
１
年
以
上
公
益
活
動

の
実
績
が
あ
る
な
ど

申
し
込
み
＝
10
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪
（
必
着
）
に

市
役
所
い
き
い
き
生
活
課
へ
郵
送
か
直
接

■
説
明
会

日
時
＝
10
月
３
日
㈪
午
後
６
時
30
分
～
７
時
30

分会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

申
し
込
み
＝
９
月
29
日
㈭
ま
で
に
、
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
い
き
い
き
生
活
課
へ
フ
ァ
ク
ス

（
２
２
１
―
２
８
１
３
）
か
Ｅ
メ
ー
ル
（seikatu@

city.m
aebashi.gunm

a.jp

）
で

■
情
報
交
換
会

　

よ
り
良
い
企
画
提
案
の
た
め
に
、
本
市
の
施
策

や
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
関
係
部
署
と
個
別

の
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
情
報
を

所
管
す
る
部
署
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
い
き
い

き
生
活
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
10
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪
の
希
望
日
時

対
象
＝
提
案
を
検
討
し
て
い
る
団
体

申
し
込
み
＝
希
望
日
の
５
日
前
ま
で
に
所
定
の
用

紙
に
記
入
し
、
市
役
所
い
き
い
き
生
活
課
へ
直
接

市と一緒に取り組もう
協働事業

まえばしパソコン学び塾代表

宮本 吉郎さん（龍蔵寺町）

問い合わせは　いきいき生活課　☎898-6510

　近年、少子高齢化や環境問題など、行政や市民が
単独では解決が難しい問題が増えています。この課題
解決に向けて、お互いの不足を補い合い、ともに協力
して課題解決に取り組むことを「協働」といいます。

協働とは

まえばし市民提案型パートナーシップ事業スタート

一生懸命頑張る宮城中の生徒

市民が市民にパソコンを
教えるICTアドバイザー

　市の研修を受けたメンバーと一緒に、パソコン教室な
どを開催しています。行政だけでは手が届かないような
地域の隅々までカバーし、多くの人にパソコンが使える
喜びを味わってもらいたいですね。市民の中には、みん
なの役に立ちたいと思っている人たちがたくさんいます
が、機会やきっかけが少なく諦めてしまう人もいます。
　まえばし市民提案型パートナーシップ事業は、そんな
人たちが活動しやすくなるよい機会だと思います。どん
な活動も継続していくことは決して簡単ではありません
が、行政と一緒に協力しながら活動できれば心強いと思
いますよ。地域の役に立ちたいという人も増えてくるの
ではないかと、わたしも今後の展開に期待しています。

まえばし市民提案型
パートナーシップ事業の流れ

事業フローチャート １年目

２年目

提案募集期間・情報交換会受付

提案団体と担当課との協議

１次審査(書類審査)

２次審査(公開プレゼンテーション)

採択事業の内定

担当課との協議

協定書の締結

協働事業開始

事業報告・相互評価

10月

11月～12月中旬

12月下旬

１月下旬

２月

２月～３月

３月下旬

４月から

３月末

活動している人に聞いてみました


